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KEK 低速陽電子実験施設では、リニアックベースの低速陽電子ビームを共

同利用に供している。2010 年の夏から秋にかけて、ビーム強度増大を目的と

してコンバータ・モデレータ部分を改造したところ、従来に比べて 1 桁の強度増

大があった。 

旧モデレータ・コンバータでは、25μm厚のタングステン(W)薄膜(モデレータ) 

が、入射電子の進行方向に対してその面が垂直になるよう配置されていた。

また、最大 35kV 程度まで印加できるコンバータ・モデレータに対して、乾電池

によって-9V の相対電位が引出しグリッドに印加されていた。なお、組み込む

前のモデレータのアニール処理は通電加熱で行っていた。 

新モデレータ・コンバータでは、従来と同じ入射電子の進行方向に対して面

が垂直になるよう配置された W 薄膜に加えて、面が平行になる向きに W 薄膜

を追加してそれらを井桁状に 2 セット組み、2 段に配置した。また、4ch 高圧フ

ローティング電源を導入し、コンバータ、1 段目のモデレータ、2 段目のモデレ

ータ、引出しグリッドの隣同士の間に 0 V から 10V の相対電圧をかけられるよ

うにした。新モデレータのアニール処理は、井桁状に組んだモデレータを、50

μm 厚 W 薄膜製のフタ付の箱に入れ、KEK 工作センターの電子ビーム溶接器

のビームを広げて照射することで行なった。これによって通常行われているア

ニール処理の温度よりも高い温度(正確な値は不明)で処理ができた。 

ビーム強度増大の主な要因は、入射電子の進行方向に対して平行な向き

にW薄膜を追加した効果によるものと考えているが、アニールの違いによる効

果については不明である。また、高圧フローティング電源のフローティング電

源を全て10V出力させると、以前の乾電池で引出グリッドにのみ電圧をかけて

いた状況と比較して、約 1.6 倍のビーム強度増大の効果が認められた。 


